
「必ずそばにいる存在」になるために ～労働組合の課題～
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連合本部 総務・人財局長(前フェアワーク推進センター局長) 久保啓子

「非正規雇用労働の深層～ジェンダー・法制・労働組合～」

【連合総研シンポジウム】／2024年1月30日

連合の統一ワード・ロゴ



■推定組織率16.3%（前年比0.2％減） （参考：女性の推定組織率12.4％、パートタイマーの推定組織率8.4%）
■推定組織率の低下は、集団的労使関係に守られない労働者が増加していることにつながる

労働組合の危機か！？
「正規・非正規雇用の割合と労働組合の組織率の推移」
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正規の職員・従業員 非正規の職員・従業員 非正規雇用率 推定組織率

（万 （％）

(出所）総務省「労使関係総合調査（労働組合基礎調査）」「労働力調査」
注1：2001年までは総務省「労働力調査（特別調査）」（2月調査）、2002年以降は総務省「労働力調査（詳細集計）」（年平均）長期時系列表10 

注2：推定組織率は「労働力調査」（各年6月分の原数値）の「雇用者数」で算出されている。
注3：2023年分は「労働力調査（基本集計）」（2023年6月分）を使用し、非正規雇用率は連合で算出している。
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（千人）

パート等組合員

一般組合員

0

（年）

組
合
員
数

連合登録人員
2022年

704万2,003人

1990年
808万6,512人

2

資料出所：連合組織人員調査
（注）2004年以前は正社員とパート等の区分せずに調査

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

一般組合員 6,058,019 5,969,714 5,893,109 5,893,822 5,886,989 5,801,976 5,806,918 5,796,778 5,771,404 5,740,999 5,688,323

パート等組合員 691,996 775,316 845,964 930,632 971,529 1,056,682 1,147,856 1,216,923 1,254,054 1,300,169 1,353,680

合計 6,750,015 6,745,030 6,739,073 6,824,454 6,858,518 6,858,658 6,954,776 7,013,701 7,025,458 7,041,168 7,042,003

前年差 ▲50,072 ▲4,985 ▲5,957 85,381 34,064 140 96,118 58,925 11,757 15,710 835

労働組合の危機か！？
参考：「連合の登録人員の推移」

２



どうする労働組合（連合）！？
連合ビジョン「働くことを軸とする安心社会 －まもる・つなぐ・創り出す－」 5つの安心の橋

３
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）

構成組織 地方連合会

パートタイマー・契約社員・臨時職員としての職場の
不満を愚痴で終わらせない！

「自分たちの取り組みでかえる！」

＊着心地の悪い制服を吸汗速乾シャツに変更
＊全員無期転換、一時金支給
＊100人の臨時職員で団体交渉に挑む
＊執行部（正規）の想定以上の要求額を提示、当事者
として団体交渉にあたり、見事勝ち取る

連合本部

連合「なんでも労働相談ホッライン
＊電話・メール・LINEによる労働相談
＊年間約２万件に対応
＊非正規雇用で働く人、女性からの相談の割合が正
規、男性の相談を上回る。

「職場から始めよう運動」の展開
＊同じ職場・地域で働く非正規雇用で働く仲間が
抱えている課題を自らにつながる課題として捉え、
その改善のために何ができるかを考えてアクショ
ンにつなげていく」ものとして職場の労働組合か
ら好事例を集め事例集を作成、共有。連携強化

すごいぞ労働組合！ ～本著書第10章での紹介事例～

「すべての働く仲間を守れる存在に」

４

労働組合法18条「労働協約の地域的拡張適用」
にもとづく取り組み

＊大手家電量販店5社の店舗で年間休日111日以上に

3社の労使が、労働条件の取り組みとして労働協約で
合意した下限→3労組が「地域的拡張適用」にもとづ
き地域限定で協約外の2社にも111日以上にする義務

最低賃金の大幅な引き上げ
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産業相場 地場相場

共
有

共
有

処遇
賃金

処遇改善・賃金
実態等の共有・
連携により産業
相場を形成

処遇改善・賃金
実態等の共有・
連携により地場
相場を形成

構
成
組
織

地
方
連
合
会

処遇
賃金

産業団体へ
働きかけ

労使フォーラ
ムの開催など

行政、地方経営者
団体へ働きかけ

街宣、地域活性化
フォーラム（仮）
の開催など

連合本部
関係省庁、経済団体へ働きかけ 社会対話、マスコミへ働きかけ

連合アクション
社会全体へ波及

連合アクション
社会全体へ波及

地域の未組織労働者
へ波及（情報開示）

産業内の未組織労働者
へ波及（情報開示）

連携強化

単組を通じて
連携強化

すごいぞ労働組合！
「すべての働く仲間を守れる存在に」

５



・会見

政策実現に向け、構成組織・地方連合会・連合本部が一体となり、
すべての働く仲間や生活者の「理解・共感・参加」が得られる運動として、
わかりやすく、共感の持てる表現で、いまの時代に即した、「連合アクション」を展開し仲間づくりへつなげ
る。

マスメディア●

●審議会等への参画
広告、CM、チラシなど●

街宣、デモ、パレード等●

情報拡散

個人のSNS●

６

HP、「RENGO ONLINE」、

「季刊RENGO」、公式SNS等●
●政府・省庁への働きかけ

●フェアワーク・仲間づくり・ワークルール等

● ジェンダー平等・多様性推進

連合アクション！
「すべての働く仲間に熱いラブコールを～理解・共感・参加～仲間づくりへ」

運動推進

情報共有・連携

●平和・人権・社会貢献等

●政党・議員への対応

●国際組織・機関への対応

●経済団体への対応


